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平
成
26
年
度 

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
准
教
授
講
師
会

総
会
お
よ
び
懇
親
会
を
終
え
て

執
行
部
の
視
察
が
行
わ
れ
る

末
岡 　

浩（
59
回
）

准
教
授
講
師
会 

会
長

鑑
往
知
来

　

現
在
、
慶
應
義
塾
大
学
で

は
Ｊ
Ｓ
Ｔ
（
独
立
行
政
法
人

日
本
科
学
技
術
振
興
機
構
）

の
支
援
を
得
て
、
医
学
・
医

療
教
育
に
関
す
る
高
大
連
携

事
業
「
世
界
の
医
療
を
切
り

拓
く
君
、
自
我
作
古
」
が
進

行
中
で
あ
る
（
平
成
26
～
29

年
度
）。こ
の
事
業
の
一
環
と

し
て
、
本
年
３
月
15
日
～
22

日
に
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た

15
名
（
う
ち
塾
内
一
貫
高
４

名
）
の
高
校
生
が
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
を
訪
れ
、
カ
ロ
リ
ン
ス

カ
医
科
大
学
や
王
立
工
科
大

学
等
で
の
研
修
、
現
地
高
校

生
と
の
交
流
な
ど
を
行
っ
た
。

　

本
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
訪
問
は

安
井
正
人
医
学
部
教
授
（
薬

理
学
）
が
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
医

科
大
学
の
大
学
院
に
在
籍

し
、
学
位
を
取
得
さ
れ
た
こ

と
が
ご
縁
で
実
現
で
き
た
。

実
際
に
は
、
慶
應
義
塾
大
学

と
ノ
ー
ベ
ル
財
団
の
下
部
組

織
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
若

手
研
究
者
連
盟
と
の
提
携
に

よ
り
計
画
・
実
施
さ
れ
た
。

派
遣
し
た
高
校
生
は
カ
ロ
リ

ン
ス
カ
医
科
大
学
で
は
、
医

学
部
生
に
よ
る
医
療
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
り
、

Christian Broberger

教
授

の
細
胞
生
物
学
の
講
義
を
受

講
し
た
。
ま
た
、
王
立
工
科

大
学
で
は
日
本
人
の
准
教
授

の
講
義
な
ど
を
受
け
た
。
高

校
生
た
ち
は
本
交
流
を
通
じ

て
医
学
・
医
療
の
国
際
性
と

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
十
分
に

理
解
し
た
。
本
交
流
は
今
後

も
続
き
、
本
年
８
月
に
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
高
校
生
を
受

け
入
れ
る
。

　

今
回
派
遣
し
た
高
校
生

は
、
通
常
は
医
学
部
、
薬
学

部
、
理
工
学
部
の
研
究
室
で

個
人
研
究
を
指
導
し
て
頂
い

て
い
る
。
ま
た
、
数
学
や
脳

科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
予
選

を
通
過
し
、
国
際
大
会
を
目

指
し
て
い
る
者
も
い
る
。
拙

速
な
教
育
と
の
謗
り
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
早
期
の

科
学
教
育
が
能
力
を
進
展
さ

せ
、
意
欲
を
伸
長
さ
せ
る
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。
実
際
に

こ
れ
ら
の
高
校
生
科
学
教
育

事
業
を
始
め
て
６
年
に
な
る

が
高
校
生
の
学
力
・
意
欲
の

向
上
に
は
眼
を
瞠
る
も
の
が

あ
る
。

　

昨
年
12
月
に
出
さ
れ
た
中

教
審
の
答
申
は
大
学
入
試
改

革
ば
か
り
に
焦
点
が
あ
て
ら

れ
て
い
る
が
、
文
部
科
学
省

の
主
題
は「
高
大
接
続
」で
あ

る
。
こ
れ
ら
事
業
を
通
じ
て

優
秀
な
人
材
を
高
校
か
ら
医

学
部
へ
繋
い
で
い
き
た
い
。

（
化
学
教
室

�

井
上
浩
義　

63
相
当
）

医
学
部
１
１
４
名
が
入
学

　

さ
る
４
月
１
日
、
平
成
27

度
慶
應
義
塾
大
学
入
学
式

が
、
日
吉
記
念
館
に
て
執
り

行
わ
れ
た
。
小
雨
の
入
り
混

じ
る
曇
り
空
の
中
だ
っ
た

が
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は

大
勢
の
人
が
押
し
寄
せ
、
活

気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

式
典
は
午
前
と
午
後
の
２

部
構
成
で
行
わ
れ
、
医
学
部

は
経
済
学
部
や
看
護
医
療
学

部
、
薬
学
部
と
と
も
に
、
午

後
の
部
へ
の
参
加
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
岡
野
栄
之
教
授

が
医
学
部
長
と
し
て
出
席
す

る
初
め
て
の
公
の
場
と
な
っ

た
。
最
初
に
長
谷
山
彰
常
任

理
事
に
よ
る
学
事
報
告
が
行

わ
れ
、
各
学
部
の
入
学
者
数

が
発
表
さ
れ
た
。
本
年
度
の

入
学
者
数
は
６
６
７
１
名
、

医
学
部
は
１
１
４
名
、
看
護

医
療
学
部
１
０
９
名
、
薬
学

部
が
２
１
６
名
で
あ
っ
た
。

慶
應
義
塾
全
体
の
入
学
者
数

は
前
年
度
よ
り
も
わ
ず
か
に

減
少
し
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
変

わ
ら
な
い
数
と
な
っ
た
。
医

療
系
学
部
と
し
て
も
昨
年
度

の
入
学
者
数
か
ら
大
き
な
変

化
は
な
く
、
医
学
部
の
入
学

者
数
に
つ
い
て
は
１
名
増
と

な
っ
た
。

　

続
い
て
、
清
家
篤
塾
長
に

よ
り
式
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

塾
長
は
、「
現
在
の
日
本
は

社
会
構
造
の
変
化
と
国
際
化

の
真
只
中
に
い
る
。
こ
れ
は

福
澤
先
生
の
生
き
た
時
代
の

近
代
化
と
同
じ
で
あ
る
。
福

澤
先
生
は
、
従
来
の
身
分
制

度
の
崩
壊
に
伴
い
、
賢
い
人

と
愚
か
し
い
人
の
差
は
学
問

の
あ
る
な
し
で
あ
る
と
説
い

た
。
是
非
入
学
生
の
皆
様
に

も
、
勉
学
に
勤
し
ん
で
頂
き

た
い
。
近
年
、
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
大
学
に
わ
が
義
塾

も
認
定
さ
れ
、
国
際
競
争
力

の
向
上
を
期
待
さ
れ
て
い

る
。
従
っ
て
そ
う
い
っ
た
面

で
の
貢
献
も
新
入
生
諸
君
に

は
期
待
し
た
い
。
課
外
活
動

に
精
力
を
出
す
、
と
い
っ
た

こ
と
も
大
切
と
な
っ
て
く

る
。
ま
た
、
福
澤
先
生
は
、

“
実
学
”
を
重
要
視
し
て
い

た
。
実
学
と
は
、
科
学
の
こ

と
で
あ
る
。
義
塾
の
精
神
に

則
り
、
他
人
を
教
え
触
発
す

る
も
の
を
心
の
中
に
抱
き
、

対
等
な
関
係
を
築
き
な
が
ら

半
学
半
教
の
精
神
で
学
ん
で

ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　

式
辞
に
引
き
続
き
、
壇
上

の
各
学
部
長
が
一
人
ず
つ
紹

介
さ
れ
た
。
教
職
員
代
表
祝

辞
で
は
、
渡
辺
靖
環
境
情
報

学
部
教
授
が
、「
私
は
敢
え

て
、
現
実
的
な
三
つ
の
話
を

し
た
い
。
一
つ
目
は
、
現
実

は
変
わ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

私
が
大
学
生
の
頃
は
、
今
日

の
中
国
の
経
済
成
長
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
等
は
、

全
く
予
想
が
出
来
な
か
っ

た
。
未
来
予
測
は
難
し
い
。

だ
か
ら
こ
そ
一
分
野
に
囚
わ

れ
な
い
広
範
な
知
識
を
持

ち
、
偏
見
を
捨
て
て
ほ
し

い
。
二
つ
目
は
、
世
間
は
慶

應
だ
け
で
は
無
い
と
い
う
こ

と
だ
。
世
の
中
に
は
学
校
に

通
え
な
い
人
も
い
る
。
エ
リ

ー
ト
意
識
を
持
つ
の
で
は
な

く
、
皆
さ
ん
な
り
の
方
法
で

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
に
な

っ
て
ほ
し
い
。
三
つ
目
は
、

慶
應
は
皆
さ
ん
を
必
要
と
は

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。
偉
大
な
塾
員
の
皆
様
が

す
で
に
世
界
中
に
沢
山
居

る
。
こ
こ
に
い
る
皆
さ
ん
に

期
待
は
し
て
い
な
い
。
た

だ
、
も
し
義
塾
の
た
め
に
貢

献
し
た
い
、
で
き
る
等
と
い

っ
た
人
が
い
れ
ば
、
私
た
ち

は
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
」

と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
塾
員
代
表
祝
辞
と

し
て
、
坂
上
弘
慶
應
義
塾
出

版
会
株
式
会
社
代
表
取
締
役

会
長
は
、
福
澤
先
生
や
小
泉

信
三
元
塾
長
な
ど
の
言
葉
を

多
数
引
用
し
、「
こ
の
よ
う

な
言
葉
に
囲
ま
れ
な
が
ら
私

は
学
生
時
代
を
謳
歌
し
た
。

自
由
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
来

た
。
皆
さ
ん
も
自
分
の
居
場

所
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
私
は
皆
さ
ん
に
三
つ
の

言
葉
を
贈
り
た
い
。
型
に
は

ま
ら
な
い
、
友
人
を
広
く
も

て
、
三
つ
め
は
自
分
で
考
え

て
ほ
し
い
」
と
の
言
葉
が
贈

ら
れ
た
。

　

新
入
生
代
表
に
よ
る
入
学

の
辞
で
は
、
経
済
学
部
の
刈

込
彩
佳
君
が
、「
入
学
し
た

喜
び
を
噛
み
し
め
、
義
塾
の

校
風
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
責

任
を
持
っ
て
努
力
を
重
ね
、

独
立
自
尊
の
精
神
を
持
っ

て
、
積
極
的
に
問
題
を
解
決

し
て
い
く
所
存
で
す
。
ま
た

慶
應
義
塾
の
一
員
で
あ
る
と

の
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
品
行
方

正
で
、
複
雑
な
社
会
問
題
を

対
処
す
る
た
め
の
知
性
を
持

ち
、
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
こ
と
が
我
々
の
目
標
で

す
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

新
入
生
６
６
７
１
名
の
こ

れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
し
た

い
。

（
文　

３
年　

牧
原
京
平

写
真　

３
年　

阿
部
雄
志
）

建設が進む1号館Ⅰ期棟

視察の様子

解体作業が進む国立競技場

　

去
る
３
月
21
日
、
平
成
27

年
度
白
衣
式
が
、
本
塾
北
里

講
堂
に
て
執
り
行
わ
れ
た
。

白
衣
式
は
、
22
年
前
に
米
国

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
行
わ
れ

た
の
を
初
め
と
し
、
臨
床
実

習
に
臨
む
医
学
生
に
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
意
識

さ
せ
る
た
め
の
行
事
と
し

て
、
今
や
世
界
中
の
医
学
部

で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
本
塾

で
は
、
２
０
０
６
年
に
第
１

回
目
の
白
衣
式
が
行
わ
れ
、

今
年
で
10
回
目
を
迎
え
る
。

　

式
典
に
は
末
松
誠
医
学
部

長
、
竹
内
勤
病
院
長
、
武
田

純
三
三
四
会
長
ら
が
列
席

し
、
臨
床
実
習
を
控
え
た
96

回
生
（
新
５
年
）
１
１
０
名

に
、
祝
辞
を
送
ら
れ
た
。
ま

た
、
来
賓
と
し
て
迎
え
た
本

塾
医
学
部
84
回
卒
業
生
で
あ

る
有
井
麻
矢Humanitarian 

Affairs Officer, Office of 
Emergency Programmes 
the　

United　

Nations 
C

hildren' s　

F
und 

（UNICEF

）、
よ
り
、
餞
の

言
葉
を
賜
っ
た
。
有
井
氏

は
、
自
身
の
紛
争
地
域
に
お

け
る
人
道
支
援
の
経
験
を
紹

介
し
、
現
地
の
人
た
ち
の
声

か
ら
真
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し

た
。
ま
た
、
学
生
の
う
ち
に

居
心
地
の
良
い
場
所
か
ら
少

し
離
れ
る
経
験
を
し
て
お
く

こ
と
を
勧
め
た
。

　

そ
の
後
、
96
回
生
が
日
吉

の
１
年
生
か
ら
信
濃
町
の
２

～
４
年
生
の
授
業
で
お
世
話

に
な
っ
た
各
科
の
先
生
方
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ
オ

（
96
回
生
制
作
）
が
放
映
さ

れ
、
懐
か
し
い
先
生
方
か
ら

の
温
か
い
言
葉
に
会
場
は
和

や
か
な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ

た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
白
衣

の
授
与
で
あ
る
。
参
加
し
た

学
生
一
人
ひ
と
り
が
、
医
学

部
・
病
院
の
執
行
部
の
先
生

方
、
太
田
喜
久
子
看
護
医
療

学
部
長
、
来
賓
の
先
生
方
に

白
衣
を
着
さ
せ
て
頂
い
た
。

真
新
し
い
白
衣
を
着
た
学
生

が
ず
ら
り
と
並
ぶ
と
、
会
場

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
沸
き

起
こ
っ
た
。
今
年
は
例
年
同

様
、
北
里
講
堂
に
入
り
き
ら

な
く
な
る
ほ
ど
父
兄
の
参
加

が
多
く
、
父
兄
ら
の
関
心
の

高
さ
が
伺
え
た
。
そ
の
後
、

96
回
生
１
１
０
名
に
よ
り
、

誓
い
の
言
葉
が
唱
和
さ
れ

た
。

　

誓
い
の
言
葉
は
、
有
志
に

よ
り
組
織
さ
れ
た
白
衣
式
委

員
会
を
中
心
に
、
96
回
生
全

員
が
協
力
し
、
数
ヵ
月
を
か

　

平
成
27
年
3
月
13
日（
金
）

に
18
時
よ
り
第
一
会
議
室
に

て
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
現

在
、
准
教
授
講
師
会
（
准
講

会
）
は
、
会
員
数
百
三
十
二

名
か
ら
な
り
、
粟
津　

緑

（
小
児
科
学
）、
谷
川
瑛
子

（
皮
膚
科
学
）、
吉
村
公
雄

（
医
療
政
策
・
管
理
学
）、
今

西
宣
晶
（
解
剖
学
）、
村
松

太
郎
（
精
神
・
神
経
科
学
）、

須
田
康
文
（
整
形
外
科
学
）

の
幹
事
役
の
先
生
の
深
甚
な

協
力
で
運
営
し
て
い
る
。

　

総
会
の
審
議
で
は
、
昨
年

度
に
こ
れ
ま
で
５
年
間
に
亘

り
貯
蓄
し
て
き
た
資
金
か
ら

新
棟
建
設
の
た
め
の
募
金
、

１
千
万
円
を
一
括
し
て
寄
附

森
田
林
平
（
微
生
物
学
・
免

疫
学
）、
佐
々
木　

文
（
医

学
部
病
理
診
断
部
）、
山
岡

邦
宏
（
内
科
学
（
リ
ウ
マ

チ
））、
掛
川　

渉
（
生
理

学
）、
久
保
亮
治
（
皮
膚
科

学
）、
安
岡
秀
剛
（
内
科
学

（
リ
ウ
マ
チ
））、
中
本
伸
宏

（
内
科
学
（
消
化
器
））、
大

喜
多　

肇
（
病
理
学
）、
尾

島
英
知
（
病
理
学
）、
家
田

真
樹
（
内
科
学
（
循
環

器
））、
鈴
木
重
明
（
内
科
学

（
神
経
））

　

本
年
７
月
末
に
竣
工
予
定

の
１
号
館
Ⅰ
期
棟
は
工
程
が

順
調
に
進
み
、
２
月
の
時
点

で
地
下
１
階
か
ら
地
上
６
階

ま
で
病
院
棟
の
駆
体
工
事
が

完
了
し
ま
し
た
。
現
在
は
主

に
設
備
、
内
装
、
外
装
な
ど

の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
Ⅰ
期
棟
オ
ー
プ
ン

　

昨
年
の
准
講
会
は
、
大
変

な
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
帰
宅

で
き
な
い
人
も
い
た
の
に
対

し
て
、
今
年
は
安
心
し
て
東

京
會
舘
の
温
か
い
料
理
を
前

に
夜
長
の
談
笑
を
楽
し
み
、

会
を
終
え
た
。

時
に
患
者
さ
ん
や
教
職
員
の

重
要
な
動
線
と
し
て
使
用
さ

れ
る
２
号
館
と
の
連
絡
ブ
リ

ッ
ジ
の
工
事
も
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

去
る
４
月
２
日
に
は
新
病

院
棟
建
設
実
行
委
員
会
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
工
事
現
場
の
視

察
が
行
わ
れ
、
岡
野
医
学
部

長
、
竹
内
病
院
長
を
は
じ
め

医
学
部
・
病
院
執
行
部
が
内

部
の
病
棟
、
放
射
線
部
門
、

免
震
層
な
ど
の
各
フ
ロ
ア
を

巡
回
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
新
病
院
棟
建
設
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
工
事
完
了

は
２
０
２
０
年
３
月
の
予
定

で
す
が
、
信
濃
町
・
神
宮
外

苑
エ
リ
ア
で
は
病
院
に
ほ
ど

近
い
国
立
競
技
場
の
解
体
作

業
も
進
め
ら
れ
、
２
０
２
０

年
夏
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
に
向
け
て
そ
の
動
き
が

加
速
し
て
い
ま
す
。

（
新
病
院
棟
開
設
準
備
室
長

�

渡
辺
真
純　

64
回
）

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

各
種
団
体
か
ら
の
寄
付
と
し

て
は
、
三
四
会
に
次
ぐ
大
き

な
貢
献
で
あ
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
18
時
半
か
ら
総

合
医
科
学
研
究
棟
一
階
ラ
ウ

ン
ジ
に
て
、
懇
親
会
が
催
さ

れ
た
。
冒
頭
に
毎
年
欠
か
さ

ず
に
来
賓
と
し
て
出
席
い
た

だ
い
た
、
末
松　

誠
医
学
部

長
先
生
か
ら
、
会
員
に
対
し

て
「
日
本
医
療
の
Ｒ
＆
Ｄ 

に
粉
骨
砕
身
し
て
欲
し
い
」

と
激
励
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
先
生
は
、
４
月
１
日
よ

り
、「
独
立
行
政
法
人 

日
本

医
療
研
究
開
発
機
構
」
の
初

代
理
事
長
に
御
就
任
さ
れ
る

た
め
今
回
が
学
部
長
と
し
て

最
後
の
ご
挨
拶
と
な
っ
た
。

　

今
年
の
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー

は
、
須
田
康
文
先
生
（
整
形

外
科
学
）
に
「
外
反
母
趾
っ

て
病
気
？
」
と
題
し
て
ご
講

演
い
た
だ
い
た
。
国
民
病
と

も
言
わ
れ
、
３
人
に
１
人
の

病
気
で
、
女
性
に
多
く
、
加

齢
と
共
に
お
こ
る
内
因
や
、

ハ
イ
ヒ
ー
ル
に
よ
る
外
因
に

分
類
さ
れ
る
。
ま
た
、
外
反

母
趾
は
、
腰
や
膝
の
痛
み
も

伴
う
。
親
指
の
下
に
あ
る
種

子
骨
の
部
分
が
、
裸
足
で
も

痛
い
、
見
た
目
が
悪
い
場
合

は
、
手
術
に
移
行
し
、
年
間

３
０
０
症
例
を
施
行
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
須

田
先
生
の
抱
え
る
日
本
の
膨

大
な
医
療
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
全

員
が
驚
嘆
し
た
。

　

シ
リ
ー
ズ
講
演
は
、
西
野

る
り
子
先
生
（
産
婦
56
回
）

を
お
呼
び
し
て
、
先
生
が
危

険
を
顧
み
ず
に
参
画
し
て
こ

ら
れ
た
「
国
境
な
き
医
師

団
」
の
お
話
し
を
賜
っ
た
。

世
界
の
紛
争
地
で
の
医
療
援

助
活
動
の
体
験
と
題
し
て
、

全
く
我
々
と
は
異
な
る
世
界

の
医
療
に
つ
い
て
ご
講
演
を

い
た
だ
い
た
。
ソ
マ
リ
ア
は

破
綻
国
家
と
呼
ば
れ
、
病
院

を
始
め
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
一

切
な
い
た
め
、
16
人
に
一
人

が
妊
娠
出
産
で
亡
く
な
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
西
野
先

生
ら
は
、
ベ
ッ
ド
数
が
、
20

床
の
病
院
を
作
り
、
手
術
の

ス
タ
ッ
フ
は
、
２
名
い
て
も

経
験
が
な
い
状
態
だ
っ
た

が
、
無
事
に
帝
王
切
開
が
出

来
た
と
話
さ
れ
た
。
ス
リ
ラ

ン
カ
は
、
病
院
も
学
校
も
あ

っ
た
が
、
内
戦
で
駄
目
に
な

り
、
紛
争
地
域
か
ら
は
、
ベ

テ
ラ
ン
医
師
、
看
護
師
、
薬

剤
師
が
逃
げ
出
し
て
い
な
く

な
っ
た
状
況
下
、
西
野
先
生

ら
は
果
敢
に
も
公
立
病
院
の

サ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
て
き
た
。

日
本
の
よ
う
に
経
腟
超
音
波

な
ど
の
機
器
も
な
い
の
で
、

産
ま
れ
て
く
る
ま
で
は
、
胎

児
は
ど
う
い
う
状
況
な
の
か

全
く
わ
か
ら
な
く
、
２
３
０

０
グ
ラ
ム
以
下
の
場
合
は
、

諦
め
ろ
と
言
わ
れ
た
り
、
そ

の
一
方
で
、
小
児
科
医
が
い

な
く
て
も
１
７
０
０
グ
ラ
ム

で
産
ま
れ
て
、
母
乳
だ
け
で

育
っ
た
子
供
も
い
る
な
ど
体

験
出
来
な
い
話
も
披
露
さ
れ

た
。

　

そ
の
後
は
、
乾
杯
と
食
事

を
し
な
が
ら
、
昨
年
挨
拶
が

出
来
な
か
っ
た
会
員
か
ら
の

挨
拶
を
含
め
、
新
入
会
員
17

名
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

左
記
に
新
入
会
員
を
ご
紹
介

し
ま
す
（
順
不
同
・
敬
称

略
）。

岩
田　

卓
（
産
婦
人
科
学

（
婦
人
科
））、
猶
木
克
彦

（
医
学
部
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
）、

中
川
竜
介
（
微
生
物
学
・
免

疫
学
）、
小
杉
志
都
子
（
麻

酔
学
）、
柴
田　

護
（
内
科

学
（
神
経
））、
深
田
淳
一

（
放
射
線
科
学
（
治
療
））、

け
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
１
１
０
名
が
声
を
そ
ろ

え
て
誓
い
の
言
葉
を
読
み
上

げ
る
と
、
会
場
か
ら
は
よ
り

一
層
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起

こ
っ
た
。

　

最
後
に
、
平
形
道
人
医
学

教
育
統
轄
セ
ン
タ
ー
長
が
閉

会
の
辞
を
述
べ
る
と
、
４
月

１
日
よ
り
新
た
な
門
出
に
立

た
れ
る
末
松
誠
医
学
部
長

に
、
96
回
生
か
ら
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
今
回
学
生

た
ち
が
授
与
さ
れ
た
も
の
と

同
じ
白
衣
が
贈
ら
れ
た
。

　

こ
の
白
衣
式
に
て
白
衣
を

受
け
取
る
こ
と
で
96
回
生
は

医
療
界
の
門
戸
を
叩
き
、
実

際
の
臨
床
現
場
に
出
て
医
療

お
よ
び
医
学
を
よ
り
深
く
学

ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
４

月
か
ら
始
ま
る
臨
床
実
習
で

は
、
た
と
え
悩
み
迷
う
こ
と

が
あ
っ
て
も
初
心
に
帰
っ
て

こ
の
言
葉
を
反
芻
し
、
日
々

研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
。

�

（
５
年　

谷
口
枝
穗
）

須
田
康
文
先
生
か
ら
女
性
の
美
し
い
足
へ
の

神
の
手
の
話
し
を
聞
い
た
　
　
　
　
　
　
　

末
松 

誠
医
学
部
長
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
た

西
野
る
り
子
先
生
は
果
敢
に
も
国
際
貢
献

を
さ
れ
た
女
神
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た

　

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

で
は
２
０
１
７
年
に
医
学

部
創
立
１
０
０
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の

記
念
事
業
と
し
て
新
病
院

棟
を
建
設
中
で
あ
り
ま

す
。
既
に
完
成
し
た
3
号

館
に
加
え
、
現
在
Ⅰ
期
工

事
と
し
て
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ

Ｉ
、
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
、

血
管
造
影
室
が
入
居
す
る

６
階
建
て
の
新
病
院
棟

（
１
号
館
の
一
部
）
を
建

設
中
で
す
。
今
後
は
こ
の

検
査
棟
の
竣
工
の
後
、
Ⅱ

期
工
事
と
し
て
外
来
、
手

術
室
、
病
棟
等
を
収
容
す

る
１
号
館
本
体
の
工
事
へ

と
進
む
予
定
で
す
。
こ
の

新
病
棟
建
設
を
起
爆
剤
と

し
て
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
の
す
べ
て
の
基
礎
・

臨
床
教
室
は
一
丸
と
な
っ

て
世
界
に
冠
た
る
慶
應
医

学
達
成
に
む
け
て
日
夜
努

力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
建
設
の
槌
音
を
聞

く
に
付
け
胸
が
高
ま
り
ま

す
の
は
、
学
内
に
い
る
も

の
だ
け
で
な
く
、
三
四
会

の
皆
様
も
ご
同
様
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
新
病
棟
建
設
に
際
し

ま
し
て
は
、
皆
様
も
ご
存

知
の
よ
う
に
三
四
会
を
中

心
に
募
金
活
動
を
展
開
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
内

科
学
教
室
同
窓
会
の
皆
様

も
個
人
と
し
て
こ
の
新
病

棟
建
設
に
多
額
の
ご
寄
付

を
頂
戴
し
て
い
る
も
の
と

存
じ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

既
に
ご
寄
付
を
頂
い
て
お

り
ま
す
先
生
方
、
あ
る
い

は
今
後
、
個
人
と
し
て
ご

寄
付
を
予
定
さ
れ
て
い
る

先
生
方
も
数
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
は
思
い
ま
す

が
、
先
般
の
内
科
学
教
室

同
窓
会
幹
事
会
に
お
き
ま

し
て
、
内
科
学
教
室
同
窓

会
と
し
て
ぜ
ひ
新
病
棟
建

設
に
何
ら
か
の
力
に
な
り

た
い
と
の
議
論
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
個
人
の
寄
付

と
は
別
に
内
科
学
教
室
と

し
て
新
病
棟
建
設
に
寄
付

を
し
よ
う
と
い
う
提
案
が

な
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
内
科
学
教
室
同
窓
会

は
会
員
数
１
５
８
９
名
程

度
在
籍
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
１
人
１
口
２
万
円
と

し
て
最
低
目
標
額
２
０
０

０
万
円
を
目
指
し
て
募
金

活
動
す
る
こ
と
と
致
し
ま

し
た
。
内
科
学
教
室
同
窓

会
も
、
こ
れ
ま
で
こ
の
寄

付
を
念
頭
に
準
備
金
を
用

意
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
目
標
額
に
遠
い

状
況
で
す
。
内
科
学
教
室

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
1
人
で
も
多

く
の
先
生
方
か
ら
ご
寄
付

を
賜
る
こ
と
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
皆
様
に
は
各
診

療
科
の
教
授
か
ら
も
個
々

に
ご
寄
付
の
お
願
い
が
送

付
さ
れ
る
か
と
存
じ
ま
す

が
、
ご
高
配
賜
り
ま
す
よ

う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
寄
付
は
所
定

の
振
込
用
紙
を
使
い
、
金

融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口

に
て
直
接
お
振
り
込
み
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
お
送

り
し
ま
し
た
振
込
用
紙
に

は
内
科
学
教
室
同
窓
会
と

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
内
科
学
教
室
の
寄
付

と
し
て
自
動
的
に
集
計
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
三
田
の

基
金
室
よ
り
、
寄
付
金
の

入
金
後
、
領
収
証
と
確
定

申
告
の
際
に
必
要
な
寄
付

金
控
除
に
係
る
証
明
書

（
写
）
が
ご
自
宅
に
発
送

さ
れ
、
税
法
上
の
優
遇
措

置
（
寄
付
金
控
除
）
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
内
科
学
教
室
同
窓
会
が

行
い
ま
し
た
の
は
、
新
病

棟
が
一
日
も
早
く
充
分
な

施
設
設
備
で
竣
工
し
て
ほ

し
い
と
い
う
１
人
１
人
の

願
い
、
卒
業
後
年
数
が
比

較
的
若
い
医
師
や
既
に
か

な
り
以
前
に
現
役
を
退
い

た
先
輩
方
で
ま
と
ま
っ
た

金
額
を
寄
付
し
に
く
い
先

生
方
で
あ
っ
て
も
気
軽
に

募
金
が
出
来
る
環
境
作

り
、
内
科
学
教
室
同
窓
会

と
し
て
結
束
し
出
来
る
だ

け
多
く
の
医
師
が
参
加
す

る
こ
と
に
よ
り
新
棟
建
設

に
協
力
し
た
い
と
い
う
連

帯
意
識
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。

　

慶
應
義
塾
大
学
病
院
は

皆
様
の
母
校
と
し
て
、
あ

る
い
は
医
師
と
し
て
の
あ

ゆ
み
の
原
点
と
し
て
大
き

な
意
味
を
持
っ
て
こ
ら
れ

た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

最
高
の
医
療
提
供
の
場
、

ま
た
皆
様
の
心
の
拠
り
所

と
な
り
ま
す
よ
う
、
日
々

努
力
し
て
参
り
ま
す
。
内

科
学
教
室
同
窓
会
に
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

高
配
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
慶

應
義
塾
の
Ｏ
Ｂ
の
結
束

は
、
他
学
の
先
生
方
か
ら

し
ば
し
ば
羨
ま
し
が
ら
れ

て
参
り
ま
し
た
。
我
々
自

身
も
こ
の
結
束
を
誇
り
に

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
、
様
々
な
グ
ル
ー
プ
や

他
診
療
科
の
同
窓
会
等
の

皆
様
の
ご
参
考
に
な
れ
ば

と
思
い
、
ご
報
告
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

新
病
院
棟
建
設
に
向
け
た

内
科
学
教
室
同
窓
会
の
取
り
組
み

後
藤 

文
男（
神
内
30
回
）

福
田 

恵
一（
循
内
62
回
）

慶
應
義
塾
大
学
内
科
学
教
室

同
窓
会 

会
長

新
病
棟
建
設
募
金
委
員
長

式辞を述べられる清家塾長

決
意
新
た
に
、臨
床
実
習
へ

第
10
回 

白
衣
式

いのちと向き合い　私は何ができる
だろう
愛と知恵を以て　ひとの幸せを願う
仲間と手を取り合って　人々の道を
明るく照らす
判断力と勇気を以て　社会の未来を
拓く
自らの使命を明らかに　医の道を志
高く学び続けよう
96回生一人ひとりが　感謝の気持ち
を胸に
ここに決意します

96回生 誓いの言葉

平成 
27年度100回生入学式

＝３月の進捗状況＝

新 病 院 棟
Ⅰ期棟建設


